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投与方法 腹腔投与
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投与物質 Propolis and its polyphenolic compounds
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認証食品ではない

プロポリスの水溶液またはエタノール抽出液(WSDP, EEP)100mg/kg量もしくはそのポリフェノール化合物(ケルセチン, ナリンギン-カフェ

酸, クリシン)を放射線照射3日前にマウスに腹腔投与した. その結果, 延命や放射線誘発症状の軽減が見られた. 全ての化合物において

造血系死(照射後30分後の死)に対して防護効果が認められた. 最も防護効果のあったのはケルセチンであった. 実験最終段階での生存

率は63%であった. Kaplan-Meier法およびLog-rank検定の統計解析によると, 各化合物とコントロール間で顕著な違いが確認された

(p<0.001). 致死量の放射線照射では各化合物での処理をもっても防護効果は認められなかった.

放射線照射前のプロポリスおよびそポリフェノール化合物の投与は, 全身照射マウスにおいて防護効果があることが示唆され

た.

プロポリス(蜂蝋)およびそのポリフェノール化合物の放射線防護効果の生存率解析による効果

9Gyγ線照射マウスの放射線誘発死亡率からプロポリスおよびプロポリス由来ポリフェノール化合物の放射線防護効果を検証した. プロポリ

スの水またはエタノール抽出液(WSDP, EEP)100mg/kg量もしくはそのポリフェノール化合物(ケルセチン, ナリンギン-カフェ酸, クリシン)を
放射線照射3日前にマウスに腹腔投与した. その結果, 延命や放射線誘発症状が軽減が見られた. 全ての化合物において造血系死(照
射後30分後の死)に対して防護効果が認められた. 最も防護効果のあったのはケルセチンであった. 実験最終段階での生存率は63%で

あった. Kaplan-Meier法およびLog-rank検定の統計解析によると, 各化合物とコントロール間で顕著な違いが確認された(p<0.001). 致死

量の放射線照射では各化合物での処理をもっても防護効果は認められなかった. 本実験において, 放射線照射前のプロポリスおよびそ

の構成ポリフェノール化合物の投与は, 全身照射マウスにおいて防護効果があることが示唆された.

有効性評価が述べられている. 

副作用は報告されていない. 

プロポリス水溶液もしくはエタノール抽出液, ポリフェノール化合物投与を行った後, 放射線照射後のマウス生存率をKaplan-
Meier生存率曲線でデータ比較した. 統計解析はLog-rank検定で行った.
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マウスにプロポリス水溶液もしくはエタノール抽出液を腹腔内投与し, 9Gyの全身γ線照射を行った.


